
院内トリアージ手順 

 

【目的】 

一般外来において多くの患者が待っていた場合、その時の状態によっては、長時間

の外来診療に待つことができない状態の患者が存在したとき、重症患者を優先して

治療できるように他の外来担当医師にも応援を依頼するなどの判断がトリアージと

なる。 

 トリアージとは、その状況下におけるもので、絶対のものではないということで

あり、状況が変わればトリアージカテゴリーも変わる。トリアージは繰り返し行わ

れなければならない。 

 

【対象】※以下の項目全て該当すること 

・初心の患者（初診料を算定する患者） 

・夜間・休日または深夜に受診した患者 

・救急車での搬送以外（ウォークインの患者） 

 

【手順】 

１． 患者の状態を観察し、トリアージカテゴリー（別紙）を基準にしながら優先

順位を決定する。 

２． トリアージカテゴリーにて経時的に再評価を行い、トリアージを繰り返す。 

３． 院内トリアージ実施時には、トリアージの必要性と費用について患者又は家

族へ説明を行う。 

４． トリアージ実施記録は専任看護師（救急医療に関する 3年以上の経験を有す

る）が実施し、カルテ記録を行う。 

（例） 

  トリアージ時刻 21:00 

  トリアージ者：〇〇 

  トリアージ区分：（（緑）準緊急 
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院内トリアージの緊急度判定基準（JTAS 緊急判定レベル） 

 


